
取扱説明書

危 険

・

・

本製品を吊上げる場合には、必ず４箇所（アイボルト２個付の物は

２箇所）で吊上げ、４５度以上の角度で均一な荷重にしてください。

４５度未満の吊上げ角度、使用荷重オーバーは落下の恐れがあり

ます。

キャビネットを連結した状態での吊上げ作業は行わないでくださ

い。変形・落下し、ケガをする可能性があります。

２１

４５度以上

ステンレス屋外用自立制御盤キャビネット　ＳＯＥ
ステンレス屋外用窓付自立制御盤キャビネット　ＳＯＥＭ

・

・

キャビネットを自立させた状態で扉を開ける際には、クレーン・アンカー等で固定したのを確認してから扉を開け

てください。固定せずに扉を開けますと、扉の重みでキャビネットが前倒れし、ケガや事故の原因となります。

感電防止のため、必ず接地（アース）してください。

・キャビネット盤内の取付機器の設置位置や重量等により、地震・

 台風時に転倒の恐れがあります。所定のアンカーボルト以外にも

 必要に応じ転倒防止等の処理を行ってください。転倒防止の処理

 がされていませんと、キャビネットが転倒し、機器の故障やケガの

 原因になる可能性があります。

・基台底面のアンカーボルト取付用穴４-φ２０を使用し、M１６

 またはM１２のアンカーボルトにて床面に固定してください。

・

・

下面開口プレートに機器や物を載せたり、人が乗ることはやめてください。下面開口プレートの変形やケガの原

因になる可能性があります。

アングル等を使って設置面を上げる際は、下側からキャビネット内部に水が浸入する恐れがあります。

ボルト径 M１６

最小埋め込み深さ（L）

７０mm

ボルト径 M１２ ６０mm

※アイボルト使用荷重〔４５度吊り（２個につき）〕

使用荷重

２.１６kN（２２０kgf）

アイボルト径

M１２

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
ご使用の前に必ずこの説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

（この説明書は、必ず保管しておいてください。）

安全上のご注意

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡又は重傷を受ける可能性が
想定される場合。

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害を受ける可能性が
想定される場合、及び物的損害だけの発生が想定される場合。

施工、使用（操作・保守・点検）の前に必ずこの取扱説明書とその他の注意書きをすべて熟読し、
正しくご使用ください。機器の知識、安全の情報そして注意事項のすべてについて習熟してから
ご使用ください。この取扱説明書では、安全注意事項のランクを「危険」「注意」として区分して
あります。

■吊上げ時の注意

■施工上の注意 注 意

危 険

注 意

キャビネット本体底面

金属拡張アンカー

（おねじ型）

角座金(付属品）

(M１２使用時）

基台

L

A A

キャビネット

下図は、排水溝施工の一例です。

排水溝排水溝

断面AーA

キャビネット

G.L.

G.L.

注 意

・扉のひずみ防止のため、設置場所の床面の

　レベル出しを行ってください。

・内部に雨水が溜まるのを防ぐため、右図の

　ような排水溝を設けてください。

　コンクリート基礎の上面は、前後左右に勾配

　を設けてください。

・排水溝の流出口には金網を張るなどして

　小動物の侵入を防止してください。

・引込、引出配線は、原則としてパイプにて

　施工してください。

・パイプ工事完了後は、パイプの周囲より漏水

　のないように配慮してください。

・コンクリート基礎と基台の間のコーキング処理

　をすると、キャビネット内部に雨水等が溜まり、

　結露や錆の原因となるのでコーキング処理は

　しないでください。
なお、　　　　に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

コーキング
処理をしない



■本体構造・各部名称

４３

アイボルト

本体ボデー部

配線支持レール

※SOEのみ

接地端子（M８）

下面開口プレート

基　台

図面ホルダ

扉

ステンレス

防水平面ハンドル

（キーNo.N２００）

鉄製基板
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・ オプションパーツのご案内

・キャビネットは平行な床面に設置してください。床面が平行でないと扉がひずみ、IP性能を保持することができな

  くなります。

・床面が平行でなく扉にひずみが生じた場合は、スぺーサー等により設置面が平行になるように調整してください。

スぺーサーには、オプションの「基台用スぺーサー」を

ご利用頂くと便利です。

○の方向にひずんだ時は、

○の箇所のどちらか一方にスぺーサー等を入れて

ください。

○の方向にひずんだ時は、

○の箇所のどちらか一方にスぺーサー等を入れ、

設置面が平行になるように調整してください。

品名記号

BP１７-１０SU

BP１７-１０３０S

品　名

基台用

スペーサー

摘　　　　　　要

U字（アンカーボルト）

５０mm角

調整方法

１

１

２

２

扉が

扉が

注 意

■標準付属品

部品名　　

ステンレス
大型角座金１２　　

姿図　　　 用途

４
アンカーボルトＭ１２を使用の際に
座金として使用

個数

【片扉】 【両扉】１
１

２

１

１

１

１

２

２

２

２

２

ドアストッパ

照明パネル取付金具

■ 使用上の注意　

注 意

・ 屋外で機器のメンテナンス等を行う際は、ドアストッパにて扉を固定してから作業してください。ドアストッパを使用しないと

　強風等により扉が閉まり、ケガの原因となる可能性があります。

基台

ドアストッパ

開角度80°/ 90°

約80°

約90°

・ドアストッパは下図のように扉に固定してください。使用状況に合わせて扉を80°または90°で固定することが

　できます。




